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新
栽
培
技
術
の
開
発
と
消
費
拡
大
に
挑
む
！

特集
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新
た
な
取
り
組
み
で

消
費
拡
大
を
目
指
す
！

【
ス
タ
ー
チ
ス
】

スターチス1ha、いちご40a、カスミソウ、
ミニトマト等を栽培しています。

就農前は東京の株式会社大田花きに
2年半勤め、その時学んだことは
現在の経営にも生かされて

います。

御坊市名田町

田中  正
まさ

俊
とし

さん（35才）
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栽
培
面
積
が
多
い
た
め
、
早
生
か
ら
晩

生
ま
で
、
収
量
が
一
時
期
に
偏
ら
な
い
こ

と
や
、
花
の
色
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
栽
培

し
て
い
ま
す
。
正
俊
さ
ん
の
圃
場
で
は
、

管
内
の
生
産
者
達
で
作
っ
た
特
産
品
種

＂
紀
州
パ
ー
プ
ル
＂
な
ど
の
紫
色
を
中
心

に
、
ブ
ル
ー
、
ピ
ン
ク
、
黄
、
オ
レ
ン
ジ

色
を
作
っ
て
い
ま
す
。
品
種
は
市
場
評
価

の
高
い
も
の
や
、
生
産
の
回
転
が
速
い
も

の
を
選
び
、
効
率
よ
く
栽
培
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
市
場
で
働
い

て
い
た
経
験
か
ら
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
聞

く
こ
と
が
大
切
と
感
じ
た
と
い
う
正
俊
さ

ん
。高
品
質
な
も
の
を
作
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、色
や
丈
等
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
栽
培
管
理
で
は
、
連
作
障
害
を
防

ぐ
た
め
、
圃
場
の
太
陽
熱
消
毒
を
行
い
、

土
壌
消
毒
剤
を
使
用
し
て
土
壌
成
分
の
管

理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
長
期
間
の
栽
培

で
は
灰
色
か
び
病
等
が
発
生
し
や
す
い
た

め
、
丁
寧
な
防
除
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
正
俊
さ
ん
は
、
青
年
部
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
部
員
約
25
人
で

結
成
し
て
い
る
「
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」

は
、
母
の
日
に
花
を
持
っ
て
お
墓
参
り
を

す
る
「
母
の
日
参
り
」
を
す
す
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
ス
タ
ー
チ
ス
を
仏
花
以
外
の
用

途
に
使
用
す
る
こ
と
も
提
案
し
て
い
ま

す
。
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
し
て
も
ほ
と
ん

ど
色
あ
せ
ず
、
長
期
間
の
鑑
賞
が
可
能
な

の
で
普
段
か
ら
部
屋
に
飾
っ
た
り
、
花
言

葉
「
変
わ
ら
ぬ
心
」
に
か
け
て
結
婚
式
等

へ
の
活
用
も
す
す
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

デ
イ
リ
ー
ユ
ー
ス
し
て
い
た
だ
け
る
花
と

し
て
、＂
い
つ
で
も
き
れ
い
、
い
つ
ま
で

も
き
れ
い
＂
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
央
販
売
課
ス
タ
ー
チ
ス
部
会
は
会
員

数
約
120
人
、
そ
の
う
ち
の
3
～
4
割
は
40

才
代
ま
で
の
若
手
生
産
者
で
す
。「
若
手

の
元
気
な
力
に
、
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
の
経

験
と
知
恵
が
合
わ
さ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
部
会
。
会
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
強
い
部
会
に
し

て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

部
会
一
丸
と
な
っ
て
！

市
場
と
生
産
者
　

両
方
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点
か
ら
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の
消
費
拡
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情熱あふれる産地づくりを目指して

　JA紀州は豊かな自然に恵まれた県下一の農業地帯。一年を通じて様々な農産物が生産

されています。果実、野菜、花き等の販売高は約110億円（計画）、JA紀州農産物の

＂今＂を特集としてご紹介します。情熱あふれ、進化し続ける産地を目指して…。

▲みなべ町役場　うめ課
　昼食は「梅干しのおにぎり」

特　集

　

10
月
21
日
、
農
林
水
産
省
が
、
和
歌
山
み

な
べ
・
田
辺
地
域
の
「
み
な
べ
田
辺
の
梅
シ

ス
テ
ム
」
を
世
界
農
業
遺
産
候
補
と
し
て
承

認
し
ま
し
た
。
今
後
、
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
へ
認
定
申
請
を
行
い
、
Ｆ
Ａ
Ｏ

に
お
い
て
認
定
審
査
が
始
ま
り
ま
す
。

【
み
な
べ
・
田
辺
地
域
の
梅
シ
ス
テ
ム
】

…
養
分
に
乏
し
い
礫
質
の
斜
面
を
利
用
し
た

梅
林
と
、
周
辺
に
薪
炭
林
を
残
し
て
水
源
涵

養
や
崩
落
防
止
等
の
機
能
を
持
た
せ
、
薪
炭

林
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
と
梅
の
共

生
等
、
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
て
高
品
質

な
梅
を
持
続
的
に
生
産
し
て
い
る
農
業
シ
ス

テ
ム
。

日
本
一
の
梅
産
地
を
今
こ
そ
ア
ピ
ー
ル
‼

「
梅
干
し
で
お
に
ぎ
り
条
例
」

世
界
農
業
遺
産 

認
定
申
請
の
承
認
お
り
る
！

　

み
な
べ
町
議
会 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
「
梅

干
し
で
お
に
ぎ
り
条
例
」
を
9
月
26
日
に
制
定
し

ま
し
た
。
全
国
初
の
条
例
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
梅
の

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
梅
産
業
を
守
り
、
梅
干
し

の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

み
な
べ
町
は
「
梅
干
し
で
お
に
ぎ
り
」
を
奨
励

す
る
と
も
に
、
生
産
者
、
事
業
者
と
の
連
携
を
図

り
、
梅
干
し
等
の
梅
製
品
の
普
及
促
進
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
ま
す
。
生
産
者
は
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド

紀
州
の
南
高
梅
の
、
高
品
質
で
安
定
・
安
心
の
信

頼
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
事
業
者
は
お
に
ぎ
り

用
梅
干
し
等
の
新
製
品
の
研
究
、
開
発
等
を
推
進

し
、
商
品
普
及
促
進
を
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う

努
め
ま
す
。
町
民
は
「
梅
干
し
で
お
に
ぎ
り
」
及

び
梅
干
し
等
の
梅
製
品
の
普
及
促
進
に
協
力
し
、

町
民
自
ら
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。

う　め
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▼�暖地園芸センター試験圃場
の様子

 
和
歌
山
県
農
業
試
験
場
暖
地
園
芸
セ
ン
タ
ー
で

は
、
２
０
１
２
年
か
ら
ス
タ
ー
チ
ス
の
電
照
栽
培
技

術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
電
照
す
る
光
の
波

長
に
よ
っ
て
、
切
り
花
本
数
や
品
質
が
変
わ
る
こ
と
を

発
見
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
の
新
光
源
を
使
っ
た
栽
培
試
験
を

重
ね
、
切
り
花
本
数
は
特
に
黄
色
か
ら
赤
色
の
波
長
域

の
光
で
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
切

り
花
長
は
、
青
色
お
よ
び
遠
赤
色
で
長
く
な
り
ま
し
た
。

赤
色
光
と
青
色
光
を
5
対
5
の
割
合
で
照
射
す
る

と
、
赤
色
光
の
み
の
場
合
と
同
等
の
切
り
花
本
数
が
得

ら
れ
、
か
つ
切
り
花
長
と
切
り
花
重
は
青
色
光
の
み
の

場
合
と
同
等
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
試
験
結
果
か
ら
、
実
用
性
を
考
慮
し
、
比

較
的
安
価
で
安
定
的
に
入
手
可
能
な
光
源
と
し
て
赤
色

と
青
色
の
波
長
域
の
光
を
含
む
蛍
光
灯
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
の
中
か
ら
色
調
の
異
な
る
も
の
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
昼
白
色
お
よ
び
昼
光
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
で
増
収
効

果
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
年
よ
り
印
南
町
津
井
の
ス
タ
ー
チ
ス
（
サ
ン
デ
ー

バ
イ
オ
レ
ッ
ト
）

園
地
660
㎡
で
昼
白

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
使

用
し
た
実
証
を
経

て
、
２
０
１
５
年

作
か
ら
実
用
化
し

ま
す
。

和
歌
山
県
農
業
試
験
場
と
Ｊ
Ａ
が
、「
微
生
物
分

解
型
肥
効
調
節
肥
料
ハ
イ
パ
ー
Ｃ
Ｄ
Ｕ
（
以
下
ハ

イ
パ
ー
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）」
を
利
用
し
た
省
エ
ネ
肥
料
技
術

の
確
立
を
目
指
し
、
み
な
べ
・
印
南
町
の
２
カ
所

の
う
す
い
え
ん
ど
う
園
地
で
試
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
通
常
の
栽
培
で
は
、
年
に
３
、４
回
施
肥
す
べ

き
と
こ
ろ
、
ハ
イ
パ
ー
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
施
肥
１
回
で
済

ま
せ
ら
れ
ま
す
。

和
歌
山
県
の
特
産
野
菜
で
あ
る
エ
ン
ド
ウ
類

は
、
連
作
障
害
の
み
ら
れ
る
代
表
的
な
品
目
で
す
。

施
肥
量
を
増
や
す
こ
と
で
連
作
障
害
を
軽
減
し
て

い
ま
す
が
、
土
壌
養
分
の
過
剰
集
積
が
さ
ら
な
る

生
育
不
良
を
引
き
起
こ
す
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

試
験
に
よ
り
、
ハ
イ
パ
ー
Ｃ
Ｄ
Ｕ
を
太
陽
熱
土

壌
消
毒
前
に
全
量
基
肥
施
用
し
て
実
エ
ン
ド
ウ
を

栽
培
す
る
と
、
太
陽
熱
消
毒
期
間
中
の
窒
素
溶
出

が
少
な
く
、
栽
培
後
期
ま
で
窒
素
肥
効
が
維
持
さ

れ
、
窒
素
施
用
量
を
40
％

減
肥
し
て
も
慣
行
と
同
等

の
収
量
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ハ
イ
パ

ー
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
窒
素
肥
料
の

削
減
と
省
力
化
に
お
い
て

有
望
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。　

極
早
生
温
州
み
か
ん
の
新
品
種
「
Ｙ
Ｎ
２
６
」
の

市
場
出
荷
が
今
年
度
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。「
Ｙ
Ｎ

２
６
」
は
、
ゆ
ら
早
生
か
ら
育
成
し
た
極
早
生
温
州
み

か
ん
の
新
系
統
で
す
。
特
性
は
、
ゆ
ら
早
生
よ
り
収
穫

時
期
が
10
日
程
度
早
く
、
糖
度
も
や
や
高
め
。
減
酸
が

早
く
、
早
期
に
出
荷
で
き
る
優
れ
た
果
実
特
性
を
受
け

継
い
で
い
ま
す
。
今
年
の
出
荷
量
は
管
内
全
体
で
2
ト

ン
ほ
ど
。
苗
木
の
供
給
も
本
格
化
し
、
産
地
化
に
乗
り

出
し
て
お
り
、
現
在
、
品
種
登
録
申
請
中
で
す
。
早
期

出
荷
が
可
能
な
極
早
生
温
州
み
か
ん
と
し
て
有
望
で
あ

り
、
ゆ
ら
早
生
と
の
リ
レ
ー
出
荷
が
可
能
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

高
糖
度
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
い
ち
早

く
取
り
組
み
、糖
度
8
度
以
上
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
「
優

糖
星
」、
糖
度
8.5
度
以
上
の
房
ど
り
ミ
ニ
ト
マ
ト

「
赤
糖
房
」、
糖
度
7
度
以
上
の
ロ
ケ
ッ
ト
ミ
ニ
ト

マ
ト
「
王
糖
姫
」
は
そ
れ
ぞ
れ
商
標
登
録
を
取
得

し
て
い
ま
す
。
市
場
か
ら
の
評
価
が
高
く
、
全
国
認
知

度
も
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徹
底
し
た
栽
培
管
理
で
、
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
も
の
だ
け
が
、
ブ
ラ
ン
ド
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
し
て

出
荷
さ
れ
ま
す
。
安
定
し
た
味
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
優
糖
星
」

の
果
汁
で
漬
け
込
ん
だ
新
感
覚
の
デ
ザ
ー
ト
梅
干
し

「tom
ato-um

e

」
は
今
年
1
月
に
「
日
本
の
魅
力
あ
る

お
土
産
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
飲
料
・
食
品
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
使
っ
た
栽
培
技
術

で
収
量
３
割
ア
ッ
プ
‼

省
エ
ネ
肥
料
技
術
確
立　

肥
効
調
節
型
肥
料
ハ
イ
パ
ー
Ｃ
Ｄ
Ｕ

極
早
生
温
州
み
か
ん
「
Ｙ
Ｎ
２
６
」

スターチス

うすいえんどう

ミニトマト みかん
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9
月
7
・
14
・
21
日
、
学
童
野
球
秋
季
大
会
（
第
37
回
県
軟
式
野
球
連
盟

学
童
部
日
高
支
部
予
選
大
会
兼
第
10
回
Ｊ
Ａ
共
済
杯
学
童
軟
式
野
球
日
高
支

部
予
選
大
会
）
が
開
か
れ
、
22
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
美
浜
町
第
一
広
場
で
行
わ
れ
、
川
辺

ウ
ィ
ン
ス
タ
ー
ズ
が
由
良
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

ク
ラ
ブ
に
7
回
裏
1
対
0
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
勝

利
し
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

こ
の
2
チ
ー
ム
は
11
月
15
・
16
日
に
海
南
市
民

運
動
場
等
で
開
く
Ｊ
Ａ
共
済
杯
に
出
場
し
ま
す
。

　

9
月
27
・
28
日
、
松
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
17
回
Ｊ
Ａ
旗
争

奪
日
高
地
区
少
年
野
球
大
会
を
開
き
、
由
良
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

ク
ラ
ブ
、
由
良
ツ
イ
ン
ズ
、
日
高
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
内
原
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
、
松
原
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
和

田
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
6
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
延
長
8
回
表
、
由
良
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
野
球
ク
ラ
ブ
が
一
挙
4
点
を

追
加
し
、
松
原
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
を
振

り
切
り
7
対
3
で
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

川
辺
ウ
ィ
ン
ス
タ
ー
ズ

由
良
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
ク
ラ
ブ

優勝

優勝

学童野球秋季大会

▲優勝　由良スポーツ少年団野球クラブ

▲優勝　川辺ウィンターズ

〜健全でたくましい精神・体力を増進し、規律正しい心を育んで〜



【全体運】�活動モードに突入！　持ち前のリーダーシップを発揮するチャンスです。意欲的に忘年会幹事などを引き受けて　
【健康運】軽い運動をすることで、体調が上向く月　【幸運を呼ぶ食べ物】キンキ牡羊座

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

3/21〜
4/19

7 トピックス

食 農 教 育 支 援
〜自然の恵みに感謝する気持ちを育んで〜

食農教育

野菜定植

さつまいも収穫

御坊幼稚園

稲原中学校

　10月 24日、御坊幼稚園の食
農教育の一環で、JA職員が出前
授業を行いました。
野菜の断面クイズ
や紙芝居で、野菜
の勉強をしてもら
いました。また、9
月に植えた大根の
間引き作業を行い
ました。

　10月 6日、全校生徒41人が、白菜・大
根・レタス・カブなどの野菜を定植しました。
JA職員がマルチの敷き方や植え方を指導し、
作業を手伝いました。
　収穫した野菜で、鍋パーティーを行う予定
です。

　10 月 14 日、いなみ子ど
も園の4才児57人・5才児
67 人が、5月に定植したさ
つまいもを収穫しまし
た。園児達は大きく実
ったさつまいもに歓声
を上げながら、一生懸
命作業をしました。

いなみこども園

　10 月 4 日から、ゆら柑橘撰果場・川辺選果場では、
ゆら早生を皮切りに柑橘類の出荷がスタートしまし
た。8 月の長雨の影響で
出荷は昨年より 1週間遅
れとなりましたが、高糖
度で色付きが良く、出荷
量も前年より増加の見込
みとなっています。

　10 月 17 日、園児 48 人が作ったエコキャップアー
トを、JR 西日本御坊駅の 1番ホームに展示しました。
2015 年に開催される『紀の国わかやま国体』をアピー
ルした作品です。
　JAが取り組むエコキャップ運
動では、平成26年9月22日時点で
約245 万個を回収、3000人分のワ
クチン提供に協力しています。

ゆら早生をはじめ
管内の柑橘類出荷スタート

みんなのよい食プロジェクト クンタン（もみ殻堆肥）製造
　10 月 16 日、「地産地消」をＰＲするため、Aコー
プいなみ店・みなべ店前で、地元で栽培したさつま
いも・里芋のセットを 100
袋ずつ、来店客の方々にプ
レゼントしました。
　また和歌山県内の特産品
を使ったレシピが掲載され
た冊子も一緒に渡しました。

　ライスセンターでは 9月 19 日
から 10 月末にかけ、クンタンの
袋詰め作業を行いました。クン
タンはもみ殻を数百度の可燃機
で燃焼して作ります。水はけが
良く、土が柔らかくなり、微生
物の繁殖がしやすく土壌改良剤
としての効果があります。

御坊幼稚園　
御坊駅にエコキャップアート



【全体運】�物事を悪い方に受け止めやすいかも。意識的にポジティブシンキングを。気分転換には寺社巡りがお勧め　
【健康運】運動前には、丁寧な準備体操を忘れずに　【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ牡牛座

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

4/20～
5/20

8トピックス

　10 月 6・8 日の 2 日間、女性職員を対象とした接遇
マナー研修会を開きました。オフィス SAKURA主宰
の得

とく

津
つ

　美
み

惠
え

子
こ

さん
を講師として招き、
社会人としてのマナ
ー、コミュニケーシ
ョン力、接客マナー
等を学びました。

●いなみブロック
・手作りサークル
　9月25日、ストラップとネ
ックレス作りをしました。
好みの石や糸を使い、美し
い作品が仕上がりました。
・遊花サークル
　9月 29 日、花の寄せ植え
を行いました。秋祭りに合
わせて獅子舞を飾りつけ、
秋らしい作品が出来上がり
ました。

　10 月 24 日、JA 紀南本所に
て JA 紀州・JA 紀南の LA リ
ーダーの意見交換および情報共
有を目的とした LAリーダー交
流会を開きました。
　両 JAは、体制面で共通点も
多く、普段の LA育成や推進活
動等について共感できる意見交
換ができました。

　また、稲原出張所 玉置 LAが体験発表を行い、推
進活動面での情報共有にもなりました。
　LAリーダーとしてのレベルアップはもちろん、両
JA の親交深まる
交流会となり、今
後の LAリーダー
制度を盛り上げる
ことを約束し終了
しました。

JA 紀州・JA 紀南
LA リーダー交流会

女性職員対象 接遇マナー研修会

▲体験発表をする玉置 LA

ケー　ケー　 ジー  スリー

10/4

10/11 10/
18・19

10/10

Aコープかわべ産直フェア

愛之園保育園（みなべ町）運動会

大阪府　堺まつり

清川展示会



【全体運】�何かと迷いが生じがち。信頼できる人に相談し、力を借りるのが正解。ミュージカルでのリフレッシュも開運に　
【健康運】体力アップを図る好機。スポーツが◎　【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ双子座

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

5/21〜
6/21

9 トピックス

　

左
記
の
通
り
、
職
員
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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Ａ
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兼
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営
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史
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Ａ
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…
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今
後
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々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。

平
成
26
年
９
月
30
日
付

津村　修さん
勤続年数28年3ヶ月
【販売部 中央販売課】

大又　哲治さん
勤続年数25年1ヶ月
【共済部 事故相談課】

職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

新
規
採
用
の
お
知
ら
せ

退
職
者
の
お
知
ら
せ



【全体運】�やたらと深刻に考えやすいよう。気楽に構えることで解決の糸口が見つかるはず。花を飾るのも運気好転の鍵　
【健康運】体調を整えるには、しっかり防寒対策を　【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜蟹　座

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

6/22～
7/22

10あぐりガイド

早
生
、
中
生
温
州
の
摘
果

い
よ
い
よ
本
格
的
な
収
穫
時
期
を
迎

え
ま
す
。
収
穫
の
際
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寧
に
扱
い
、

ホ
ド
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低
く
切
っ
て
コ
ン
テ
ナ
へ
は
８

分
目
程
度
に
入
れ
る
等
、
果
実
に
負
担

を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

腐
敗
防
止
剤
の
散
布

収
穫
前
に
は
必
ず
散
布
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
散
布
後
降
雨
が
続
く
よ
う

で
あ
れ
ば
使
用
基
準
内
で
再
散
布
し
て

下
さ
い
。

秋
肥
の
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用
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用
時
期
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11
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す
。
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れ
か

ら
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っ
て
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す
の

で
、
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吸
収
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な
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あ
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ま
す
の
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さ
い
。
ま
た
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区
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例
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さ
い
。

中
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落
果
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布

マ
デ
ッ
ク
Ｅ
Ｗ
の
使
用
方
法
（
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着

剤
加
用
）

あ
ぐ
り
ガ
イ
ド

梅
園
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に
つ
い
て

白
紋
羽
病
防
除

　

枯
れ
た
樹
の
根
は
、
掘
り
上
げ
て
園

外
に
出
し
て
下
さ
い
。

　

定
植
時
に
苗
木
に
、
フ
ロ
ン
サ
イ
ド

Ｓ
Ｃ　

500
倍
を
1
本
当
た
り
50
～
100
ℓ

潅
注
し
て
下
さ
い
。

新
植
・
補
植
穴
の
準
備
（
1
穴
当
た
り

の
土
壌
改
良
資
材
の
施
肥
例
）

•
苦
土
セ
ル
カ
2
号
（
2
㎏
）

　
　
　

又
は

　

苦
土
石
灰
（
2
㎏
）

•
ハ
イ
フ
ミ
ン
（
20
㎏
）

　
　
　

又
は

　

�

ア
ヅ
ミ
ン
（
2
㎏
）
を
施
用
し
て
、

土
と
よ
く
混
和
し
て
お
く
。

•�

梅
一
発
（
14
―
11
―
13
）
180
日
タ
イ

プ
を
1
穴
あ
た
り
１
kg
入
れ
る
。

苗
木
の
定
植

•
高
畝
に
し
て
植
え
る
。

•
接
木
部
は
、
必
ず
地
上
部
に
出
す
。

•
定
植
後
潅
水
す
る
。（
2
ℓ
/
本
）

•
植
栽
は
、
年
内
中
に
行
う
。

う
め

柑
橘
類

早生
中生
晩生

防　除
時　期

対象病
害　虫 薬剤 倍数 収穫前日数

／使用回数

収穫前 貯蔵病害

ベンレート
水和剤 4,000倍 前日／4回

トップジンM
水和剤 2,000倍 前日／5回

ベフラン液剤
25 2,000倍 前日／3回

品種 目的 使用時期 倍数 使用
回数

かんきつ
（中晩柑）

へた落ち
防　止

収穫開始
予定日の

20～10日前 2,000倍

～

3,000倍
1回

後期落果
防　止

着色期～
収穫20日前
まで

果 

樹
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土
つ
く
り
（
根
を
元
気
に
！
安
定
生
産

の
た
め
の
重
要
な
対
策
で
す
）

　

秋
～
冬
は
土
つ
く
り
の
時
期
で
す
。

特
に
石
灰
は
酸
性
の
矯
正
だ
け
で
な

く
、
梅
は
石
灰
の
吸
収
量
が
多
く
、
根
・

枝
・
果
実
等
の
器
官
に
多
く
利
用
さ
れ

ま
す
。
毎
年
必
ず
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

排
水
対
策

　

排
水
不
良
園
・
水
田
転
換
園
等
の
園

地
で
は
、
排
水
対
策
が
必
要
で
す
。
こ

の
時
期
に
明
き
ょ
や
暗
き
ょ
を
実
施
し

て
下
さ
い
。
ま
た
地
下
水
位
の
高
い
場

所
等
に
つ
い
て
は
、
客
土
等
も
実
施
し

て
下
さ
い
。

黒
星
病
多
発
園

　

近
年
、
一
部
園
地
で
（
多
湿
園
・
気
流

が
停
滞
す
る
園
等
）
黒
星
病
が
多
発
し
ま

し
た
。

　

多
発
し
た
園
地
に
つ
い
て
は
、

•�

12
月
中
旬
頃
ま
で
石
灰
硫
黄
合
剤
10
倍

で
越
冬
病
斑
を
減
ら
す
。

　

�（
花
が
膨
ら
ん
で
く
る
と
薬
害
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
）（
防
護

メ
ガ
ネ
・
カ
ッ
パ
・
手
袋
着
用
）

•�

3
月
中　

黒
星
病
の
薬
剤
を
散
布
す
る
。

•�

4
月
中　

ス
コ
ア
顆
粒
水
溶
剤
を
散
布

す
る
。

整
枝
・
剪
定
（
剪
定
の
順
序
）

①�

主
枝
（
1
番
太
い
枝
）
の
先
端
よ
り

行
う
。

②
亜
主
枝
・
側
枝
も
同
様
に
行
う
。

③�
細
か
い
部
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、太
い
不

必
要
な
枝
の
間
引
き
に
心
掛
け
る
。

④�

主
枝
は
2
～
3
本
・
亜
主
枝
は
主
枝
に

対
し
て
2
～
3
本
を
基
本
と
す
る
。

幼
木
～
8
年
生（
ポ
イ
ン
ト
）【
樹
形
づ
く
り
】

　

開
心
自
然
型
を
基
本
と
し
て
、主
枝
・

亜
主
枝
の
確
立
を
は
か
り
な
が
ら
、
枝

の
先
端
を
下
垂
さ
せ
な
い
樹
形
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。特
に
、同
年
枝（
車
枝
）を

整
理
し
、枝
の
切
り
返
し
に
努
め
ま
す
。

成
木
（
ポ
イ
ン
ト
）

【
樹
勢
維
持
・
高
品
質
果
実
生
産
】

成
木
に
な
る
と
毎
年
安
定
し
た
生
産

量
を
確
保
す
る
た
め
に
、（
樹
間
7
～

8
ｍ
・
10
ａ
当
た
り
16
～
20
本
）
を

目
指
し
密
植
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

太
い
枝
を
少
な
く
、
内
部
に
日
光
を

当
て
て
結
果
枝
を
多
く
し
、
新
梢
発
生

・
2
～
3
年
枝
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

結
果
枝
の
切
り
返
し
を
多
め
に
行
い
、

古
く
な
っ
た
結
果
枝
（
4
年
枝
以
上
）

は
更
新
し
ま
す
。
特
に
毎
年
着
果
の
多

い
枝
で
は
、
切
り
返
し
剪
定
を
多
く
行

い
、
着
果
制
限
に
努
め
ま
す
。

①�

主
枝
の
先
端
：
充
実
し
た
芽
ま
で
切

り
返
し
、
新
梢
の
発
生
を
促
す
。

②�

主
枝
の
確
立
：
先
端
が
下
垂
し
て

い
る
場
合
は
徒
長
枝
を
切
り
返
し
、

　

新
し
い
主
枝
を
作
る
。

③�

亜
主
枝
づ
く
り
：
第
１
亜
主
枝
は
、

主
枝
の
分
岐
部
よ
り
1
ｍ
程
度
と
す

る
。
枝
先
端
は
発
生
基
部
よ
り
下
垂

さ
せ
な
い
。

④�

同
年
枝
の
剪
除
：
車
枝
は
樹
形
と

　

樹
勢
を
乱
す
た
め
、
整
理
す
る
。

⑤�

成
木
の
剪
定
：
不
必
要
な
太
枝
（
内

向
枝
・
平
行
枝
・
下
垂
枝
･
直
上
枝
・

徒
長
枝
）
を
間
引
き
剪
定
す
る
。

•�

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
1
本
と
し
、

必
ず
切
り
返
す
。

•�

側
枝
は
3
年
以
上
結
果
す
る
と
、
枝

が
黒
ず
ん
で
先
端
の
み
に
結
果
す
る

た
め
、
新
し
い
緑
色
の
側
枝
に
更
新

す
る
。

•�

枝
の
先
端
を
切
り
返
し
て
、
結
果
枝

　

の
増
加
を
は
か
る
。

土つくり資材（10ａ当たり）
牛ちゃんパワー 2,000㎏
しがらき有機 2,000㎏

ココピートオールド 60袋
紀緑堆肥 2,000㎏
ハイフミン 200㎏
アヅミン 100㎏

土壌改良剤（10ａ当たり）
苦土セルカ2号 120㎏
苦土石灰 100㎏

１年生～２年生

※�主枝は同じ場所から２本出さないように注意する。

40㎝
80㎝60

３年生～４年生

※�あまり早く、亜主枝
をとらない。
※�主枝を立てて根を
深く入れる。

50～60℃

約１m

※�主枝・亜主枝の先端の処理は必ず 
   1本にし、40㎝程度に切り返す。

主枝（切り返し）
1/3～2/3
太さに応じて
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抑
制
ウ
ス
イ

ウ
ス
イ
に
つ
い
て
は
、
年
末
販
売
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
霜
が
早
い

場
所
で
は
霜
害
で
莢
が
白
く
な
り
ま
す

の
で
、
11
月
中
旬
を
目
処
に
生
長
点
の

摘
芯
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ

　

基
本
的
に
、
12
月
ま
で
発
生
す
る
側

枝
は
除
去
し
て
下
さ
い
。
1
ｍ
当
た
り

20
本
程
度
に
な
る
よ
う
整
枝
し
て
下
さ

い
。

ハ
ウ
ス
キ
ヌ
サ
ヤ

　

整
枝
本
数
が
20
～
25
本
に
な
る
よ
う

に
整
枝
し
、
倒
伏
さ
せ
な
い
よ
う
支
柱

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
整

枝
し
た
場
合
は
、
収
穫
サ
イ
ク
ル
が
早

く
な
り
ま
す
の
で
、
収
穫
遅
れ
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

草
勢
調
整

　

開
花
数
が
多
く
な
る
と
着
莢
が
多
く

な
り
、
草
勢
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
、
追
肥
を
施
用
し
草
勢
の
維
持
に

努
め
て
下
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
被
覆

　

ビ
ニ
ー
ル
被
覆
の
時
期
と
な
っ
て
き

ま
す
。
早
期
被
覆
は
後
半
の
樹
勢
低
下

の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
11
月

下
旬
か
ら
の
被
覆
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
被
覆
後
は
換
気
に
十
分
注
意
し

て
下
さ
い
。

　

台
風
に
よ
り
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
は
、

被
覆
ビ
ニ
ー
ル
を
取
り
外
し
た
圃
場
が

多
く
、
今
後
の
草
勢
管
理
、
品
質
管
理

に
苦
労
す
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
病
害
虫
で
は
黄
化
葉
巻
病
や
か
い

よ
う
病
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
黄
化
葉
巻
病
に
つ
い
て
は
管
内

に
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
被
覆

ビ
ニ
ー
ル
を
取
り
外
し
た
ハ
ウ
ス
で
は

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま

す
。
薬
剤
散
布
を
中
心
に
対
策
を
講
じ

て
下
さ
い
。

①
草
勢
管
理

　

台
風
で
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
を
取
り
外
し

た
ハ
ウ
ス
で
は
、
土
壌
水
分
が
多
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

草
勢
が
強
い
状
態
で
低
温
期
を
迎
え

る
と
芯
詰
ま
り
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
・

湿
度
調
整
を
こ
ま
め
に
行
う
等
、
対
策

を
講
じ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
極
端
に
草
勢
が
強
く
な
る
場
合

は
、
側
枝
を
上
手
に
利
用
し
調
節
を
行

っ
て
下
さ
い
。

　

草
勢
や
花
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
摘

花
作
業
を
進
め
て
下
さ
い
。

②
追
肥

　

草
勢
を
確
認
し
な
が
ら
穴
肥
を
中
心

に
施
用
し
て
下
さ
い
。

③
誘
引
作
業

　

光
を
確
保
す
る
た
め
に
低
温
期
の
誘

引
角
度
は
や
や
高
め
と
し
、
着
果
位
置

を
少
し
で
も
高
い
場
所
へ
持
っ
て
く
る

よ
う
調
節
し
て
下
さ
い
。
ま
た
葉
や
果

実
に
し
っ
か
り
と
光
が
当
た
る
様
に
、

誘
引
間
隔
も
き
っ
ち
り
と
開
け
ま
し
ょ

う
。

樹
勢
の
弱
い
樹
の
剪
定

　

徒
長
枝
の
発
生
が
少
な
く
、
細
か
い

枝
が
多
い
樹
勢
の
弱
っ
た
樹
は
切
り

返
し
剪
定
や
切
り
戻
し
剪
定
に
よ
り
、

若
い
枝
を
発
生
さ
せ
樹
勢
回
復
と
大
玉

果
づ
く
り
に
努
め
て
下
さ
い
。

＊�

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
切
り
戻
し

剪
定
し
、側
枝
の
よ
う
な
細
か
い
枝
も

2
分
の
1
程
度
に
切
り
戻
し
剪
定
し

て
樹
勢
の
回
復
に
努
め
て
下
さ
い
。

不必要な太枝

�主枝・亜主枝の先端を１本とし先端を
切り返す

先端を△角形
になるよう、
剪定する。

下垂枝交叉枝

内向枝
平行枝

徒長枝
直上枝

豆
類

ミ
ニ
ト
マ
ト

野 

菜
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④
病
害
虫
対
策

　

黄
化
葉
巻
病
対
策

　

�　

施
設
栽
培
で
は
交
配
用
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
の
飼
養
も
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
年
内
に
再
度
薬
剤
散
布
を
実
施

し
て
予
防
対
策
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

葉
か
び
病

　

�　

ハ
ウ
ス
を
閉
め
だ
す
と
葉
か
び
病

の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
大
発
生

し
て
か
ら
で
は
止
め
る
事
が
難
し
く

な
り
ま
す
。
摘
葉
や
予
防
的
な
薬
剤

散
布
を
中
心
に
対
応
し
て
下
さ
い
。

　

ピ
ー
マ
ン
の
生
育
は
初
期
の
樹
勢
が

大
切
で
す
の
で
、
誘
引
作
業
等
に
よ
っ

て
樹
の
伸
長
の
調
整
を
図
っ
て
下
さ

い
。

追
肥

　

マ
ル
チ
被
覆
前
に
施
用
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
が
、
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
方
は

Ｖ
Ｓ
ゆ
め
を
10
ａ
当
た
り
9
袋
施
用
し

て
下
さ
い
。

　

潅
水
に
つ
い
て
は
、
多
量
潅
水
と
窒

素
成
分
の
高
い
液
肥
の
施
用
は
根
痛
み

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
少
量
潅
水

を
行
い
、
窒
素
成
分
の
低
い
液
肥
を
施

用
し
て
下
さ
い
。

　

追
肥
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
楽
エ
コ

を
10
ａ
当
た
り
4
袋
施
用
し
て
下
さ

い
。

　

樹
勢
に
つ
い
て
は
花
の
柱
頭
や
ト
ゲ

の
状
態
を
見
て
判
断
し
、
少
量
多
回
数

潅
水
で
根
痛
み
し
な
い
よ
う
に
行
っ
て

下
さ
い
。

加
温
作
物
の
保
温
準
備

　

間
も
な
く
本
格
的
な
冬
場
の
管
理
が

始
ま
り
ま
す
。

　

急
激
な
気
象
変
化
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
早
め
に
二
重
被
覆
資
材
や
加
温
機

の
ダ
ク
ト
等
の
準
備
を
進
め
て
下
さ

い
。

　

ま
た
、
二
重
被
覆
資
材
は
日
々
の
天

候
に
合
わ
せ
て
必
ず
開
閉
し
、
光
の
確

保
に
努
め
て
下
さ
い
。

～
ポ
イ
ン
ト
～

　

保
温
で
大
切
な
事
は
、
ハ
ウ
ス
の
密

閉
度
を
上
げ
る
事
で
す
。

　

も
う
一
度
ハ
ウ
ス
周
囲
を
確
認
し
、

被
覆
ビ
ニ
ー
ル
に
破
れ
が
な
い
か
、
隙

間
が
な
い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

ス
イ
カ
種
苗
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

豆
類
や
花
き
、
よ
う
菜
な
ど
他
品
目

と
の
連
携
に
よ
り
計
画
生
産
、
計
画
販

売
を
行
い
面
積
拡
大
、
有
利
販
売
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
計
画
的
な
苗

の
注
文
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧
Ｊ
Ａ
紀
州
中
央
、
旧
グ
リ
ー
ン
日
高

　

苗
の
注
文
書
を
11
月
に
配
布
し
ま
す

の
で
、ご
記
入
の
上
、提
出
し
て
下
さ
い
。

旧
Ｊ
Ａ
み
な
べ
い
な
み
管
内

　

昨
年
度
ス
イ
カ
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
頂
い

た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス
イ
カ
種
苗

の
申
込
書
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
営

農
指
導
セ
ン
タ
ー
で
ス
イ
カ
苗
の
申
込

書
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
自

お
取
り
寄
せ
下
さ
い
。

　

苗
の
追
加
注
文
に
つ
い
て
は
種
苗
会

社
の
理
由
、
優
良
苗
入
荷
、
計
画
生
産
、

計
画
販
売
の
観
点
か
ら
受
付
で
き
な
い

場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
計
画
的
に
早
め

の
注
文
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
込
締
切
日

　
　
　

平
成
26
年
11
月
25
日（
火
）

ス
イ
カ
出
荷
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
へ
ス
イ
カ
を
出
荷
す
る
方
は
、

種
苗
注
文
の
有
無
に
係
ら
ず
、
栽
培
面

積
調
査
用
紙
等
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま

す
。

　

本
年
度
よ
り
新
た
に
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
を

開
始
さ
れ
る
方
は
、
各
営
農
指
導
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

出
蕾
時
に
降
雨
が
多
い
と
病
気
（
組

織
内
べ
と
病
や
黒
腐
れ
病
等
）
が
発
生

し
易
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。

　

収
穫
時
期
が
近
付
い
て
来
ま
し
た
の

で
も
う
少
し
の
間
、
気
を
緩
め
ず
栽
培

管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

追
肥
は
、
花
蕾
が
少
し
見
え
始
め
た

頃
に
、
千
代
田
化
成
等
を
10
ａ
当
た
り

2
袋
程
度
施
用
し
て
下
さ
い
。

収
穫

　

し
ま
り
の
良
い
花
蕾
を
選
び
収
穫
し

ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

※�

出
荷
の
際
は
、
必
ず
鮮
度
保
持
フ
イ

ル
ム
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

ピ
ー
マ
ン

ス
イ
カ

ナ
ス

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー



【全体運】�和やかな雰囲気に包まれています。やるべき作業を早めに済ませた後、プライベートを堪能して。グルメにツキ　
【健康運】ちょっとしたけがに注意。常に慎重に　【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ蠍　座

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

10/24～
11/22

14あぐりガイド

　

施
設
栽
培
品
目
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　

切
れ
な
い
、
汚
れ
た
ハ
サ
ミ
で
の
採

花
は
、
切
り
花
品
質
の
低
下
に
繋
が
り

ま
す
の
で
、
綺
麗
な
良
く
切
れ
る
ハ
サ

ミ
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

　

採
花
に
つ
い
て
（
特
に
ピ
ン
ク
・
黄

色
等
の
株
枯
れ
の
し
易
い
品
種
）
は
薬

剤
が
か
か
り
や
す
い
よ
う
に
茎
を
高
め

に
残
す
よ
う
行
い
、
採
花
後
は
灰
色
か

び
病
の
防
除
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
換
気
（
ハ
ウ
ス
内
湿
度
）
に
注

意
し
灰
色
か
び
病
の
発
生
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

　

春
の
お
彼
岸
ま
で
に
出
来
る
だ
け
多

く
採
花
を
行
う
た
め
に
は
、
早
め
か
ら

加
温
を
行
い
生
育
（
芽
吹
き
）
を
促
進

さ
せ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
草
勢
を
見
な
が
ら
追
肥
を
行

っ
て
下
さ
い
。（
早
生
系
の
品
種
に
つ

い
て
は
、
株
疲
れ
を
起
し
易
い
為
、
特

に
注
意
し
て
下
さ
い
。）

　

開
花
時
期
の
潅
水
は
花
首
の
伸
び
に

影
響
が
あ
り
ま
す
が
、
控
え
過
ぎ
る
と

ア
ン
ト
シ
ア
ン
の
発
生
や
枝
の
充
実
に

影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
蕾
時
は
潅

水
を
控
え
採
花
時
期
に
は
徐
々
に
潅
水

を
行
う
イ
メ
ー
ジ
で
管
理
を
行
っ
て
下

さ
い
。

　

ま
た
、
開
花
時
期
の
蒸
し
込
み
（
ハ

ウ
ス
内
湿
度
）
は
花
首
を
伸
ば
す
等
、

品
質
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
開
花

の
遅
れ
に
も
繋
が
り
ま
す
の
で
、
換
気

を
十
分
に
行
っ
て
日
中
の
温
度
の
上
昇

に
も
注
意
し
て
下
さ
い
。
し
か
し
、
直

接
生
風
を
当
て
る
と
、
ア
ン
ト
シ
ア
ン

が
発
生
し
や
す
く
、
花
色
、
茎
色
が
黒

く
（
赤
く
）
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
ハ

ウ
ス
北
側
の
開
閉
は
注
意
し
て
下
さ

い
。

　

加
温
に
つ
き
ま
し
て
は
開
花
の
促

進
、
昼
夜
温
の
温
度
差
（
ハ
ウ
ス
内
湿

度
）
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
開
花
が

始
ま
れ
ば
、
日
中
の
温
度
も
参
考
に
し

て
昼
夜
温
の
差
が
少
な
く
な
る
よ
う
に

行
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
ロ
ゼ
ッ
ト
防
止
、
伸
長
促
進

の
た
め
電
照
を
行
い
ま
す
が
、
年
明
け

後
の
採
花
分
に
つ
い
て
は
、
開
花
期

ま
で
電
照
し
て
お
く
と
徒
長
し
易
く

な
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
不
足
に
繋
が
り
ま

す
の
で
生
育
に
応
じ
て
消
灯
し
て
下
さ

い
。

　

草
勢
を
つ
け
る
た
め
に
側
芽
や
巻
き

ひ
げ
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
整
理

し
て
下
さ
い
。

　

切
り
花
目
的
の
た
め
に
花
を
残
し
て

い
く
の
は
草
勢
が
安
定
し
て
か
ら
行

い
、
草
勢
を
弱
ら
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
下
さ
い
。
目
安
と
し
て
は
3
～
4

節
の
葉
の
大
き
さ
が
同
じ
程
度
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
収
穫
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
す
が
、
近
年
は
11
月
に
つ
い
て
も
害

虫
の
発
生
（
食
害
）
が
多
い
た
め
注
意

し
て
下
さ
い
。
着
色
が
始
ま
れ
ば
計
画

的
に
採
花
し
、
切
り
取
っ
た
後
は
慎
重

に
運
搬
、結
束
作
業
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
水
揚
げ
は
き
れ
い
な
水
で
行

っ
て
下
さ
い
。

※�
追
肥
は
生
育
に
応
じ
て
、
そ
の
時
々

施
用
し
て
下
さ
い
。　

　

Ｎ
Ｋ
化
成　

又
は　

　

千
代
田
化
成　

２
袋
／
10
ａ

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

植
え
つ
け
後
、
結
球
が
始
ま
る
頃
ま

で
に
追
肥
や
中
耕
、
土
寄
せ
、
防
除
を

2
～
3
回
行
い
ま
す
。
追
肥
は
畝
の
肩

に
施
し
て
、
土
寄
せ
を
し
ま
す
。
水
は

け
の
悪
い
所
で
は
、
高
畝
に
し
て
過
湿

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

雨
日
が
続
け
ば
黒
腐
れ
病
、細
菌
病
、

軟
腐
病
等
の
発
生
が
多
く
な
る
た
め
、

適
期
防
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。

キ
ャ
ベ
ツ

ス
タ
ー
チ
ス

ス
ィ
ー
ト
ピ
ー

千
両

カ
ス
ミ
草

花 

き

蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

　

養
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
原
則
全
て

の
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
1
月
末
ま
で
に
飼
育
届
け
を
県
知

事
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
庁

畜
産
課
又
は
振
興
局
農
業
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

日
高
振
興
局　

農
業
振
興
課

　

☎
０
７
３
８
︱
２
４
︱
２
９
２
６



【全体運】�自分に自信が持てる月。温めていたアイデアがあるなら、ぜひオープンに。未体験ジャンルへの挑戦も大賛成！　
【健康運】清掃などで体を動かすと体調に好影響　【幸運を呼ぶ食べ物】カキ射手座

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

11/23～
12/21

15 インフォメーション

「人権」とは、何でしょうか。人権は、
人間であれば誰もが持っている権利です。
人権問題は特定の人の問題ではなく、
みんなの問題、あなた自身の問題です。
「人権を考える強調月間」にあたり、
人権について書かれた子どもの
詩をご紹介します。

こころのうた
人権の詩 2013   知事賞（小学生の部）

『笑うとね！』
紀の川市立東貴志小学校5年生（当時）
中村　涼汰さん

初めて君を見たとき僕はすごくおどろいたんだ

だって、僕と全然ちがうんだもの。

かみの色、目の色、肌の色、そして言葉も。

話してみたい。だけどちがうからこわかった。

いつかの帰り道、雨の中。

雨宿りしている君がいた。

かさがなくて困っている。

でも何って言えばいいのかわからない。

何も言えず、だまって君にかさを差しかけた。

するとね、君が笑顔になったんだ。

な～んだ。言葉じゃないんだ。

笑顔から伝わってきたよ。

「ありがとう」の気持ちが！

君が笑うと、僕も楽しくなってくる。

僕が笑うと、君も笑顔だね。

『人権』について考えましょう！
人権を考える強調月間

11月11日～12月10日

御坊税務署からのお知らせ

日　　　時 会　　　場

平成26年11月25日(火)
13：30～15：30

JA紀州アグリセンター
みなべ

平成26年11月27日(木)
13：30～15：30 御坊市民文化会館

◎�この機会に、税金についてお気軽にご相談ください

◎年末調整説明会の開催日程について

毎年、
11月11日～17日は
「税を考える週間」です



【全体運】�サービス精神を発揮すれば、周囲との関係が改善する予感。素直に思いやりを示して。気分転換には音楽鑑賞を　
【健康運】暴飲暴食に気を付けて。ほどほどが賢明　【幸運を呼ぶ食べ物】ユズ山羊座

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

12/22～
1/19

16インフォメーション

コンバイン

和歌山信連

JAバンクをご利用のみなさまには、ご不便をおかけします。

ATMサービスの休止スケジュール

※1月4日（日）は、他県ＪＡ・コンビニ・ゆうちょ銀行等の提携ＡＴＭをご利用いただけます。
　なお、提携ＡＴＭをご利用の際には、手数料が必要となる場合がございますので、ご了承ください。

このたび、和歌山県JAバンクでは、電算システムのネットワーク更改等にともない、
誠に勝手ながらATMサービスを一時休止させていただきます。
何卒、ご理解とご協力を賜りますよう、重ねてお願い申し上げます。

通
常
通
り

ご
利
用
可
能

12月

31日
（水）

1月

1日
（木）

1月

2日
（金）

1月

3日
（土）

1月

4日
（日）

1月

5日
（月）

平成
26年

通
常
通
り

ご
利
用
可
能

平成27年

終日ご利用いただけません

※

JA紀州総合展示会開催!!

★と　き★

★ところ★ 県農紀南農機資材事業所　日高町高家 1189-1　☎ 0738-63-2676

11月20日㈭  AM9：00～PM5：00
11月21日㈮  AM9：00～PM4：00

展示会にて商談していただくと
展示会特別価格をご提供いたします。

ガラガラ抽選会

カレーライス 焼鳥もあるよ



【全体運】�知的好奇心が旺盛になりそう。興味を引かれる分野について情報収集を。科学館や博物館に出掛けるのも刺激に　
【健康運】何事も根を詰め過ぎず、休息を取ること　【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ水瓶座

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

1/20～
2/18

17 インフォメーション

葬儀・供物のお届け、御相談はJAへ

御坊市・由良・日高・美浜・日高川町…… 　☎ 0738-52-0020
印南・みなべ町……………………………… 　　　　　☎ 0738-42-1194
龍神村………………………………………… 　　　　　　☎ 0739-78-0214

葬祭センター「やすらぎ」
JA ホ ー ル い な み
JA ホ ー ル 龍 神

取扱内容　　　
　JAホール（いなみ・龍神）・町営斎場・自宅等での葬儀一式
　提携民間葬祭ホールでの葬儀
　供物お届け　シキミ・生花・盛かご・会葬礼品・料理等
　　　※一部対応出来ない場合がございます。詳細はお問い合わせください。

やすらぎ会員募集中（会員特典がございます）

寝台車24時間待機
しています。

心のこもったセレモニーを
お手伝いいたします。

旅行センターよりお知らせ

詳しくはＪＡ紀州旅行センタ― まで！ JA紀州本店 別館2階 ☎0738－22－1344

旅行実施日：平成27年3月3日火～6日金
旅 行 代 金：128,000円
お一人様部屋追加代金　3泊で28,000円
燃油サーチャージ11,000 円、現地空港税1,050 円、渡航手
続料4,320円が別途必要となります。
燃油サーチャージ・空港諸税は為替レートにより多少変更する場
合があります。渡航手続費用は出入国書類作成費用となりお客様
自身で作成の場合は不要となります。

最 少 催 行 人 員：140 名様
申 　 込 　 金：20,000 円
添 　 乗 　 員：同行し、旅程管理業務を行います
食　事　条　件：朝 3・昼 2・夕 3回
利用予定航空会社：チャイナエアライン

麗しの
TAIWAN

南紀白浜空港発着 チャーター機で行く

4 日間の旅

・旅先から日本へ「手紙」を…

・ゆったり温泉でくつろいで頂きます！

・日本の技術の集約！「台湾新幹線」に乗車！

・台湾の一大イベント
「ランタンフェスティバル」を見学！

・全日程、添乗員が同行‼
・全日、観光・食事付き‼

・南紀白浜空港では
無料で駐車場をご利用いただけます！

・ノスタルジックな街並み「九份」を散策！
・人気スポット「十份」ではＮツアーチャーター

特別企画「天燈上げ」で祈願成就を願います。

お楽しみ

癒し

安全

注目

安心

お得

大人気

台北・礁渓温泉・台中ぐるっと周遊！

※写真はイメージです。

大人お一人様
2 名 1 室利用（ ）

当 JAに年金振込をご指定いただいている皆様へ、9月に会報誌をお届けしました。その
中で、会報誌の名称を募集いたしましたところ、37 通のご応募をいただきました。たくさん
のご応募ありがとうございました。
事務局にて協議をした結果、「ひだまり」に決定いたしました。この言葉の意味にもあり
ますようにあかるく、あたたかい会報誌にしていければと思っておりますので、引き続きご
支援の程、よろしくお願い申し上げます。

年金友の会 会報誌名が「ひだまり」に決定！金融部からの
お知らせ



information

正解者の中から抽選で4名の方に、
■応募方法
　右記の記入例を参考にはがき、または
FAX（0738-32-7140）にて必要事
項をお書き添えの上、たくさんのご応募
お待ちしています。
　皆様からお寄せいただいたお便り・感
想等は広報誌上に掲載させて頂く場合が
ございます。ご了承下さい。

クロスワードパズル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名

④電話番号

⑤お便り・感想
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【全体運】�自分の意見や考えに固執し、意固地になってしまう傾向大。柔軟性を示して。明るい笑顔が運気上昇の呼び水に　
【健康運】食生活が乱れがち。栄養にも気を使って　【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ魚　座

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

2/19～
3/20

18インフォメーション

消費税の円滑かつ適性な転嫁のために！
消費税転嫁対策特別措置法を施行

●先月号の答えは
　「ジネンジョ」でした

ガーベラ
（色ミックス・50本入）

プレゼント
●締切　
11月30日（日）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって
代えさせて頂きます。

■タテのカギ
① �日本で一番流域面積の広い川
④ �木を切り倒すときに使います
⑥ �海岸に寄せては返す
⑦ �へっくしょん！
⑨ �舞台の向かって右側の方
⑪ �風に乗って大空に揚がります
⑫ �動物などの雄雌 1 ペアのこと
⑭ �防音や防寒のために二重になって

いることも
⑮ �一年で最も昼が短い日
⑰ �落ち葉を発酵させて作ります
⑲ �願い事を書いて奉納します
⑳ �飲むと酔います

�焼きそばやお好み焼き、たこ焼き
によく掛けられています

■ヨコのカギ
① �サンタクロースのそりを引く動物
② �それは驚いた、──に水の話だ
③ �眼鏡の場合はフレームともいいま

す
④ �鶏肉を卵でとじた──丼
⑤ �木材などを彫ったり削ったりする

ときに使います
⑧ �ボビンに巻いてミシンにセットし

ます
⑩ �宮沢賢治の著作『銀河──の夜』
⑬ �お出掛け前、窓や玄関の鍵を確認

して確実に
⑭ �お守りや盛り塩に期待する効果
⑯ �東京にある新幹線の駅の一つ
⑰ �マフラーの端に──飾りを付けた
⑱ �ノブを持って開けます

二重マスの文字をA～ Fの順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

　平成 26 年４月１日以降に供給する商品又は役務につい
て、消費税の転嫁を拒む行為等が禁止されています。
　違反行為を防止又は是正するため、公正取引委員会、主
務大臣、中小企業庁長官が必要な指導・助言を行います。
また、違反行為があると認めるときは、公正取引委員会が
勧告を行い、その旨を公表します。

■適用対象となる主な取引

転嫁に関する問い合わせやご相談は、専用ダイヤル又は
ホームページの専用ホームをご利用ください。

専用ダイヤル　０５７０-２００-１２３
　　　　　　　　（通話料がかかります）
受付時間　　　平日の９：００～１７：００
ホームページ　http：//www.tenkasoudan.go.jp

■消費税の転嫁拒否等の行為

転嫁拒否等をする側（買手）【規制対象】 転嫁拒否等をされる側（売手）

大規模小売事業者 大規模小売事業者と継続的
に取引を行っている事業者

右欄の事業者等と継続的に
取引を行っている法人事業者

○資本金３億円以下の事業者
○個人事業者等

禁止される行為 具体例

①減額
本体価格に消費税分を上乗せした額を対価と
する旨契約していたが、消費税分の全部又は
一部を事後的に対価から減じること。

②買いたたき

原材料費の低減等の状況変化がない中で、消
費税率引き上げ前の税込価格に消費税率引上
げ分を上乗せした額よりも低い対価を定める
こと。

③�商品購入、役務
利用又は利益提
供の要請

消費税率引上げ分を上乗せすることを受け入
れる代わりに、取引先にディナーショーのチ
ケットを購入させること。

④�本体価格での
交渉の拒否

本体価格（消費税抜価格）で交渉したいとい
う申出を拒否すること。

⑤報復行為

転嫁拒否をされた事業者が①～④の行為が行
われていることを公正取引委員会などに知ら
せたことを理由に、取引の数量を減らしたり、
取引を停止したりするなど、不利益な取扱い
をすること。
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19 読者の広場・表紙紹介

みなべ町西本庄
みぃちゃん（♂・3才）　ネザーランドドワーフ
飼い主　瀧川　悠

ゆ
羽
う
ちゃん（11才）

　うさぎのみぃちゃんは、3年前に悠羽ちゃんのもとにやっ
てきました。近付くと振り向いて見つめてくるところや、お
でこを撫でると気持ちよさそうにするところが、とっても可
愛いみぃちゃん。特技は、周りやテレビの音が大きくても、
すぐに寝てしまうところです。
　悠羽ちゃんは、みぃちゃんにきょうだいのように接して
います。いつも一緒にいてくれる、大切な可愛い存在です。

「日 々 新 た に」
　先月、我々にとって 3 つの吉報が続いた。
　1 つ目は、10 月 21 日、和歌山みなべ・田辺地域の「み
なべ田辺の梅システム」が世界農業遺産の候補に選ばれた
こと。今後、国連食糧農業機関（FAO）へ認定申請を行い、
FAO において認定審査が始まる。紀州みなべの南高梅、梅
加工品等梅産業、みなべ地域が一気に注目され梅の消費拡大
に繋がるきっかけになると思う。それに先駆け、みなべ町が

「梅干しでおにぎり条例」を制定した。梅干しの普及に色々
な案がこれから出てくると思うが、東京オリンピックの開催
に向け日の丸弁当を奨励しお米、梅干しの普及に繋げたらと
ふと思った。
　2 つ目は、JA 紀州に日本農業新聞社の移動編集局が開設
されたことだ。JA 紀州管内の農業、JA 活動が 11 月初旬
に集中的に全国に発信され、情熱あふれる産地と元気ある
JA 紀州が紹介されたことは大変光栄であった。

　そして 3 つ目は、赤崎勇・名城大終身教授（85）、天野浩・
名古屋大教授（54）、中村修二・米カリフォルニア大サンタ
バーバラ校教授（60）の三人が同時に 2014 年のノーベル物
理学賞を受賞し、日本国民全員が喜び、日本人としての誇り
に沸いたことだ。授賞理由は「省エネで環境に優しい青色発
光ダイオード（LED）を発明したことだ。その世界最高峰の
LED 技術がスターチスの増収栽培に生かされ実用化が進ん
でいる。
　今月の特集に JA 紀州の主要農産物の最新栽培技術、取り
組みについて掲載した。生産者、JA、行政、地域住民挙げ
て地域農業の振興に取り組んでいる。農業、地方の衰退が
叫ばれる中、「みなべ田辺の梅システム」が来年、世界農業
遺産に決定すれば農業、地域に大きな影響を与えるに違いな
い。4 つの目の吉報を願い、地域を挙げて応援しよう。
　最後に、私の好きな言葉は「日々新たに」。JA 紀州の農
業が日々、発展、振興していくことを願う次第だ。

編集後記

　物心がついたころからトミカが大好きで、電車を見かけると「でんしゃ
やー」と喜んでいます。人見知りで恥ずかしがり屋ですが、元気で明るく、
ニコニコとよく笑う玲凜くん。最近、お母さんが食器を洗っているのを横
で見て、お手伝いをしてくれるようになりました。
�ご両親からのメッセージ：元気で明るく、すくすく育ってね。笑顔が大好きです♡

日高町小中　　　山
やま

﨑
さき

　玲
れ

凜
ん

くん（3才） 
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この広報誌は、環境にやさしい再生紙と一部植物油インクを使用しています。

＊ 作 り 方 ＊

スープを沸かし、ごはんを入れ
る。溶き卵を加え軽く混ぜ、火
を止め、蓋をして蒸らす。器に
取り分け、粉チーズをかける。

B の材料を、鳥肉やエビ
→野菜の順に入れる。
器に取り分け、お好みで粉チーズをかける。

野菜、鳥肉を食べやすい大きさに切る。ブロッコリーは固めに茹でる。
エビは皮を剥いて背綿を取り、あさりは塩抜きしておく。

お鍋にAの
材料を全て
入れ、沸騰
させる。

あさりを入れて、灰汁を取る。

JA Kishu
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お鍋のおいしい季節になりました。
『アイちゃんソース』で作るトマト鍋は絶品です！食材のうまみが
ギュッと詰まったお鍋で、今年の冬も元気に過ごしましょう。
☆�『アイちゃんソース』は、Aコープかわべ店「産直コーナー」、
「ほんまもんふるさと産地直売所」で販売しています。

A）アイちゃんソース� 1本（350ｇ）
水　　　　　　　　500cc
赤ワイン　　　　　150cc
チキンコンソメ　　3個
塩・あらびきコショウ　� 少々

B）鳥肉　　　　　   200～300ｇ
あさり　　　　　250ｇ

ウインナー　　6本
エビ　　　　　6尾
キャベツ　　　200ｇ（3～4枚）
ブロッコリー　1房（150ｇ）
玉ねぎ　　　　大1個
しいたけ　　　3枚

◦トマトリゾット用
ごはん　　　　適量
卵　　　　　　2個
粉チーズ　　　適量

＊�具材の分量は、目安
です。お好みの具材
で、アレンジしてみ
てください。

産直部会

原　久代さん

＊ 材 料 ＊ （2～3人分）

❶

❸ ❹

❷

❺ シメはリゾットに！


